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研究成果の概要（和文）：本研究では、南アジア周辺領域で、「恥」は親族を中心とした互酬的の枠組みと大き
く関わっていたが、国民国家的な体制が構築されていくなか、標準語の読み書き能力、演説能力の不足が恥と結
びつけられるようになったことを確認した。また、開発や出稼ぎ経済が広がるなか、「恥」は消費とも結びつけ
られるようになったことも示した。さらに、ネパールにおいて恥の象徴とされてきた「土地なし農民」という存
在が、国家による支援対象として認定されるようになり、新たな「社会的絆」の場を創造していることも明らか
にした。そして、そうした社会的弱者への再分配に伴う恥が、同時代的に広がっていることを指摘した。

研究成果の概要（英文）：This study clarified that the sense of "shame" had been related to the 
reciprocal relationship among kinship relations in the marginal groups of South Asia. This study 
also traced, in the process of nation-state building, the inabilities to read, to write and to 
deliberate a good speech in the national formal language became to have more impact on the sense of 
shame. As the development and migration economy expanded, the sense of "shame" became to be more 
related with "consumption". This study also proofed that being "landless farmers", which was 
considered as a typical type of existence of "shame" in Nepal, became a kind of condition to be 
supported by the governmental project and brought the emergence of new space of social bonds. This 
study confirmed that such sense of shame associated with the redistribution to the socially 
vulnerable has expanded in the contemporary world.
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１．研究開始当初の背景 
（1）研究代表者は、1990年代の調査でネパ
ール先住民チェパンの人々が、他の民族と自
らを比較する中、自らを「恥の民族」と呼ぶ
状況を見出した。また、「恥の文化」といえ
ばルース・ベネディクトによる日本の「恥の
文化」論とそれに対する批判が知られる。本
研究は、そうしたネパール先住民の研究と日
本文化論の狭間で着想された。 
 
（2）近年、「恥」に関わる優れた論攷が生ま
れている。アウシュヴィッツの「生き残りの
恥」に注目したイタリアの批評家アガンベン
は、恥を存在論的に論じつつ、恥が証言と関
わる様相を示した。日本哲学者鵜飼は、デリ
ダやドゥルーズの恥に関する議論、ティスロ
ンが示した精神分析における恥の扱いの困
難など、哲学的な恥の扱いをレビューし、従
軍慰安婦問題も取り上げつつ、恥の比較文化
論を呼びかけている。本研究は、近年文化人
類学で展開している存在論的議論の成果を
踏まえ、また研究分担者のネパール羊飼い、
チベット難民といった南アジア周辺領域に
位置づけられる人びとに関する調査研究を
加えて、そうした呼びかけに応えようとする
ものである。 
 
２．研究の目的 
本研究では、チェパンのように自らを「恥
の民族」と呼ぶ先住民、あるいは「恥」と集
団性や共同性とを結びつけるネパール諸民
族、チベット難民といった南アジアの諸集団
を対象に、「恥」や戸惑いといった情動の表
出、「恥」にまつわる言説および実践につい
てのフィールドワークを実施、調査研究をお
こなう。 
そして(1)「恥」の外部に逃れることで排他
的に構成される集団性や共同性、逆に「恥」
の内部に留まることで排他性を越えて開か
れる社会的絆の時代的、地域的なあり方を明
らかにし(2)時代、地域を超えた一般性を検討
することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
研究代表者、研究分担者間で、恥に関連す
る文献データベースの共有化を図り、理論的
な課題を明確にする。代表者と分担者は、そ
れぞれネパール先住民チェパン、グルン、チ
ベット難民を中心に、恥に関わる現地調査を
展開し、恥の文脈毎に異なる様相を明らかに
する。その際、動物・人間関係、生業間関係、
民族間関係、親族関係、国家との関係や「生
き残り」の恥に注目する。 
 
４．研究成果 
（1）「恥の民族」と「恥の文化」 
 チェパン社会のなかでは、もともと日常的
な食物の交換の際に「遠慮」や「気遣い」を
見せる存在に対して「恥を知る」、見せない
存在に対して「恥知らず」などとされてきた。

そうした傾向は、姻戚間で顕著で、それらの
恥言説は、姻戚間の平等と結びついていた。 
本研究の調査で、平等な関係を維持できない
存在は排除され、そうした存在の貧困状態が
社会的絆の場となりうることが確認できた。 
また、学校や選挙制度が導入されるのにした
がい、ネパール語の読み書き、演説の能力が
学校や政党政治の空間でより重要な意味を
持つようになり、ネパール語の運用能力が劣
る恥も語られるようになっていたこと、さら
に、ネパール全体で開発が進められるなか、
開発の流れに乗り遅れ、貧困状態に留まる恥
も、盛んに語られるようになったことも確認
した。 
他方、パルバテヒンドゥー社会では、宗教
的な規範や職業、学歴などと結びつけられた
「名誉」を失うことに「恥」が結びつけられ
ていることも明らかになった。カースト的な
禁忌のなかで、食物などのやり取りが限定的
であることも確認できた。 
こうした恥の布置の問題を、『菊と刀』と比
較しつつ検討するなか、遠慮や気遣いは、平
等な互酬関係が前提になっていること、能力
の不足や名誉の喪失と結びついた恥は、再分
配と関わることが確認された。また、前者で
は姻戚-親族関係という全体、後者ではカー
ストや国家、国際社会などの全体が関わって
いることがわかった。 
さらに議論を進めるなか、南アジア先住民
のなかで語られる「恥の民族論」は、この二
つの全体性が「遠慮、気遣いするが、言語能
力に欠ける」というかたちで絡み合うことで
構成されており、日本における「恥の文化」
受容も、同様な構成から成り立っていること
が明らかになった。 
 
(2)海外出稼ぎと恥 
２０００年代以降、ネパールではアラブ諸
国やマレーシアなどへの海外出稼ぎが盛ん
になり、それに関わる恥が確認されるように
なった。 
家屋や生活水準に関する恥や戸惑いが、海外
出稼ぎによる中間層の拡大に伴い、農村部で
もさらに広がった。そのなかで、年齢制限な
どにより①出稼ぎに行けない恥②出稼ぎに
行ったが蓄えができなかった恥③何も買え
なかった恥、が語られるようになった。 
生活の格差は、従来からカトマンズ盆地と
山地の農村、グルカ兵（傭兵）と農民などの
あいだで大きかったが、盆地への移住、傭兵
としての採用は容易ではなく、ほとんどの民
衆にとって手に届かない「高値の花」であっ
た。近年の海外出稼ぎにより、多くの農民が
「中間層」になることで、消費財の所有能力
が「恥」と結びついてきたことがわかった。 
 
(3)結婚に関連する恥 
年齢制限以外に、チェパン社会では新婚の
男女が出稼ぎに行かない傾向が確認できた。
他方、都市的な生活が標準になっているグル



ン社会では、そうした傾向は確認できなかっ
た。グルン社会では、出稼ぎ者の不倫や離婚
といった事例もあり、出稼ぎが結婚生活に問
題を生じさせ、それが恥と結びついているこ
とも確認できた。 
また、スマートフォンなどのデジタルデバ
イスが普及するなか、そうした機器を購入で
きるか、使いこなせるか、という点でも恥の
問題が浮上するようになった。それにより、
スマートフォンでの通話、ＳＮＳ機能を用い
た新たな出会いが可能になった。チェパン社
会では、タマン、ライなどの他のチベット・
ビルマ語系先住民との結婚が散見されるよ
うになり、そうした結婚をする若者は、従来
通りの近隣のチェパンとの結婚を恥として
語ることも確認した。 
社会的流動性が高まるなか、従来の結婚ス
タイルを貫くのか、新たなスタイルを求める
のか、という対立が起き、それらが恥に関わ
っていることがわかった。 
 
(4)ネパール中部地震と恥 
 本研究開始直後の２０１５年４月にネパ
ール中部地震がおき、ネパール社会が大きな
混乱に陥ったため、震災や復興に関連する恥
の問題を追及した。そのなかでまず見えてき
たのは、①災害支援しない恥である。これは
カトマンズなどで被災を免れた都市住民の
ボランティア活動、ＮＧΟ活動のなかで語ら
れた。それが民族的な枠組みと結びつけられ、
支援に熱心な自民族とそうではない他民族
という語りも確認された。また、支援される
村落の被災者のなかでは②支援物資をもら
い損ねる恥③必要ないのに支援物資を受け
取る恥④支援よりも私腹を肥やす恥知らず
な政治家たち、という言説が確認された。さ
らに、復興が進められるなか⑤自らが目指す
家屋のあり方や生活水準を取り戻すことが
できないときに、恥や戸惑いが語られること
も明らかになった。 
 
(5)恥の諸問題の時代的な特徴 
南アジア周辺領域で、日常的に取り上げら
れていた恥のひとつは、親族を中心とした贈
与や互酬的の枠組みと大きく関わっていた
が、国民国家的な体制が構築されていくなか、
ネパール語の読み書き能力、演説能力などの
標準から外れることが恥と結びつけられる
ようになった。その時代は、開発が進められ
た時代であり、その流れに乗れず、生活水準
を上げられないことも、恥と結びつけられる
ようになった。そうした状況が、２０００年
代に加速し、テレビ、スマートフォンを中心
とした大衆消費財を中心とした標準が広が
り、「消費」と恥が結びつくようになったこ
ともわかった。 
同時に、村落の親族関係に縛られた結婚の
恥など、個の自由に関わる恥の問題も前面化
している。 
また、災害支援などに見られるような弱者、

あるいはマイノリティを支援しない恥、それ
に乗じた不正をおこなう恥などが浮上して
いる。 
ネパール先住民や被災者などの社会的弱者、
チベット難民の問題を追っていくと、そうし
た周辺領域に対する再分配とそれにまつわ
る恥と葛藤が、様々な場で見受けられること
がわかった。地域を超えた、同時代的な恥が
ここに見受けられるのである。 
 
(6)「土地なし農民」が生む社会的絆 
本研究を進めるなかで、多様な社会的な地
位の上昇をめぐる恥の問題が浮上したが、社
会的絆の空間も見いだすことができた。ネパ
ールでは、土地なし農民をスクンバシといい、
スクンバシになることは「恥」として語られ
る。本研究では、それがもともとシッキムか
ら帰還した土地なしのネパール人のことを
指していたことを見いだした。さらに、スク
ンバシであることが、村落社会で保護の対象
となる資格になり、また政府や NGO などの支
援を得るための資格になっていることも明
らかにした。今日、ネパールで社会的地位が
下降することで広がる社会的絆の場所は、ス
クンバシと結びつけられており、その絆の基
礎が農業生産の能力欠如と互酬的社会関係
からの脱落から成り立つことが確認された。 
 
(7)今後の課題 
恥の問題が、贈与や再分配の問題と大きく
結びつくことが明確になったが、本研究では、
それらの問題の根本にある所有の問題に踏
み込むことができなかった。今後は、ジェン
ダーや家族・親族、村落や行政組織と関わる
所有の問題を恥や存在論と結びつけつつ、緻
密に追求していくことが求められる。 
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